
平成 28年度実績 

（学会発表・研究会等） 

 １．小田智三，森井大一，横沢隆行，荻野恵，一ノ瀬直樹，大場邦弘：Streptococcus anginosus group

が血液培養から検出された 20 例の臨床的検討．第 65 回日本感染症学会東日本地方会学術集会，

2016年（平成 28年）10月 28日，新潟 

 

 ２．一ノ瀬直樹，小田智三，木津純子：Enterococcus faecium 菌血症の治療実態と適切な抗菌薬療法

に関する考察．第 63回日本化学療法学会東日本支部総会，2016年（平成 28年）10月 28日，新

潟． 

 

３．小田智三：抗菌薬のはなし～ニューキノロン系薬～．第 1 回北多摩北部抗菌薬適正使用研究会，

2016年（平成 28年）12月 7日，東京． 

 

４．小田智三，木津純子，戸塚恭一，大藤貴，横沢隆行，一ノ瀬直樹：パネルディスカッション地域

で取り組む AMR対策を考える．第 1回北多摩北部抗菌薬適正使用研究会，2016年（平成 28年）

12月 7日，東京． 

 

５．土橋直子，森井大一，方違大介，一ノ瀬直樹，横沢隆行，小田智三：NICU・GCUにおけるMRSA

アウトブレイクの対応～MRSA 監視培養による感染対策の検証～．第 32 回日本環境感染学会総

会・学術集会，2017年（平成 29年）2月 24日，神戸． 

 

６．一ノ瀬直樹，方違大介，土橋直子，横沢隆行，深尾絵里，小田智三，木津純子：医療従事者にお

ける抗インフルエンザ薬の予防投与の必要性に関する検討．第 32回日本環境感染学会総会・学術

集会，2017年（平成 29年）2月 25日，神戸． 

 

*筆頭が感染管理部員の業績のみ記載。下線は感染管理部員氏名。 


